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1. はじめに 
 
Errante cTrader は、高度で使いやすい機能を備えたオンライン ECN 取引プラットフォームです。主

な機能は次のとおりです。 

• インターバンク市場のリアルタイム相場を取得します。 
• 取引を実行します。 
• 保有中のポジションおよび指値・逆指値注文を管理します。 
• 取引明細書を作成します。 
• テクニカル分析を行います。 
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2. Errante cTraderのインストール 
 
Errante cTrader をインストールするには、Errante のウェブサイトからプラットフォームのセットアップファイ
ルをダウンロードし、cTraderPlatform を選択して「実行」をクリックします。これでインストールが開始されま
す。 
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3. アカウントの作成 
 
実際の取引口座と同様の機能や体験を提供する「デモアカウント」を開設して取引を体験するか、「ライ
ブアカウント」を開設して本取引を行うことができます。ただし、「デモアカウント」は資金を入金しなくても
作成できますが、「ライブアカウント」は Errante 経由でのみ開設でき、資金の入金が必要です。また、
「デモアカウント」で得た仮想上の利益を引き出すことはできません。 

 
3.1. デモアカウントの開設 

「メンバーエリア」で「デモアカウントを開設」をクリックすると、「デモアカウント」を作成できます。次に、下のス

クリーンショットにあるように希望するアカウントタイプを選択します。 

 

 

 

3.2. ライブアカウントの開設 

「メンバーエリア」で「ライブアカウントを開設」をクリックすると、「ライブアカウント」を作成できます。次に、下
のスクリーンショットにあるように希望するアカウントタイプを選択します： 
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注記：初めてライブまたはデモアカウントを選択すると、2通のメールが届きます。1通は新しく作成され

たアカウントに関するもので、もう1通は cTrader ID の作成に関するメールです。ログインボックスに 

cTrader ID のログイン情報を入力してください。 
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4. サインイン 

「デモ」または「ライブ」アカウントにサインインするには、「cTrader ID」または「メールアドレス」と「パスワード」
を入力し、「サインイン」ボタンをクリックします。 
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5. グラフィックユーザーインターフェース 

 

上のスクリーンショットのように、cTrader プラットフォームの主な領域を確認できます。 

• マーケットウォッチ 

• ステータスバー 

• チャート設定メニュー 

• シンボル仕様 

• ツール 

• チャート 

• トレードウォッチ（トレーディングターミナル） 
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6. cTrader プラットフォームの詳細説明 

 
6.1. ツールバー 

プラットフォームで使用できる主なツールバーは以下のとおりです： 
 

• アカウントバー 
• チャート設定メニュー 
• クイックリンク 
• ツールバー 

 
 
アカウントバー： 

「アカウントドロップダウンリスト」を使って簡単にアカウントを切り替えるか、アクティブなアカウントの認証情
報を変更できます。 

 
 
チャート設定メニュー： 

「新規注文」「チャートモード」「インジケーター」「ボット」「時間枠」などのオプションが含まれています。 

 
 
クイックリンク： 
「全画面モード」の切り替え、テーマ（ダーク／ライトモード）の変更、サウンドのオン／オフ、希望するプラットフォーム

言語の選択ができます。 
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ツールバー： 
チャート上でテクニカル分析を行うためのツールや図形が含まれています。「水平線」「垂直線」「トレンドライン」「フィボ

ナッチ・リトレースメント・レベル」などが含まれます
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6.2. マーケットウォッチ 

「マーケットウォッチ」で取引可能な通貨ペアを表示および選択できます。 

 
「マーケットウォッチ」を使用すると、取引操作を行ったり、通貨ペアの詳細情報を確認したり、チャートを

開いたり、「お気に入り」にシンボルを追加することができます。 

 

 

 

6.3. ステータスバー 

「ステータスバー」には、「接続ステータス」、現在開いている市場の「取引セッション」、「サーバーの日付と時
刻」、および「接続データ」が表示されます。 
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6.4. 接続ステータス 

プラットフォームがサーバーに接続されているかどうかを示します。 

      接続済み 
切断 

 

 

6.5. 取引セッション 

現在開いている市場の取引セッション（例：ロンドン、フランクフルト、シンガポールなど）を示します。 
 

 

6.6. サーバー時間 

現在のサーバー時刻（UTC または GMT+0）を示します。 
 

 

6.7. トレードウォッチ 

「トレードウォッチ」は、さまざまな「トレードウォッチ」機能にアクセスできる多機能ウィンドウです。このウィンドウ

では、以下のような取引に関する情報の確認や操作を行うことができます。 

• 「ポジション」– 保有中のポジションを確認および編集します。 
• 「注文」– 指値・逆指値注文を確認および編集します。 
• 「履歴」– 取引履歴を確認し、明細書を作成します。 
• 「価格アラート」– ここで価格アラートを設定および監視できます。 
• 「取引」– 取引履歴を確認し、明細書を作成します。 
• 「ジャーナル」– プラットフォームのログを確認します。 
• 「フィードバック」– 貴重なご意見をお寄せください。 
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6.8. ヘルプ 

ヘルプガイド（F1）– ヘルプセンター、「新着情報」、API リファレンス、有用なリンク、バージョン情報などの

便利な機能を参照できます。 

 

 

6.9. テンプレート 

ユーザーは、チャート設定（色、インジケーター、テクニカル分析など）を保存および読み込むことができま
す。チャートを右クリックして「テンプレート」オプションを選択することでも同じ操作が行えます。 
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6.10. 時間枠 - 期間 

標準、ティック、レンコ、レンジ、平均足など、1分（m1）から1か月（M1）までの26種類の時間枠から

選択できます。 

チャートを右クリックして「期間」オプションを 

選択することでも同じ操作が行えます。 

 

6.11. チャートタイプ 

このボタンで表示するチャートの種類を選択できます。 

「バー」「ローソク足」「ライン」「ドット」「エリア」「HLC」チャートから選択できます。チャートを右クリックしても同

じ操作を行うことができます。 
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6.12. クイックトレードボタンとボリュームセレクター 

「ボリュームセレクター」で取引数量を設定し、チャート上の「クイックトレード」ボタンを使用して「成行注文」

を送信することで、チャートから直接取引を行うことができます。  

同じ操作は「マーケットウォッチ」から、またはチャートを右クリックしても行うことができます。 

 
重要なお知らせ：取引数量はロット数ではなく、契約数または金額で表されます。 

 

 

6.13. インジケーターの挿入 

このボタンを使用してチャートにインジケーターを挿入できます。以下のようなさまざまなインジケーターから選

択できます：「トレンド」「オシレーター」「ボラティリティ」「その他」。  

 

チャートを右クリックしても同じ操作を行うことができます。 
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6.14. オブジェクトリスト 

ユーザーは、チャートに適用されているすべての「インジケーター」とオブジェクトのドロップダウンリストを確認

できます。リスト内のオブジェクトの「×」ボタンをクリックすることで、任意のオブジェクトまたは「インジケータ

ー」を削除できます。チャートを右クリックしても同じ操作を行うことができます。インジケーター名をクリック

すると「インジケーターの変更」画面が表示され、修正を行うことができます。 

 

 

6.15. 取引明細書 

ユーザーは、「履歴」タブ内にある 

明細書ボタンを使用して、過去の取引の明細書を HTML 形式で作成できます。 

 

ファイルをダブルクリックするとブラウザーで明細書を開くことができ、Excel ファイルとして開いてさらに編集
することも可能です。「履歴」タブの領域を右クリックしても明細書を作成できます。 

 

 
ボタンを押すとポップアップウィンドウが開き、明細書を保存する場所を選択できます
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7. チャートの操作 

 
スマートサイズチャート技術 

 
Errante cTrader プラットフォームは、独自開発の「スマートサイズ」技術を採用しています。Errante 
cTrader は、最適な GUI 表示を実現するために、チャートサイズを最も適切で便利な形に自動調整し
ます。 
アプリケーションウィンドウのサイズを変更すると、Errante cTrader はそれに応じて開いているチャートを
自動調整します。常に、開いているチャートが最適な形でリサイズされて表示されます。 

 

 

チャートモードの切り替え 
 
Errante cTrader では、3 種類のチャートレイアウトモードが用意されています。マルチチャートモード、シ

ングルチャートモード、フリーチャートモードです。これらのモードを切り替えることで、画面上のチャートレイアウ

トが変更されます。 
 
 

シングルチャートモード 
 
このモードでは、1 つのチャートが画面全体を占有し、他に開いているチャートは画面上部のタブとして
表示されます。 

 

 

マルチチャートモード 
 
このモードはデフォルトで有効になっています。チャートセクション内で複数のチャートを追加したり、ドラッグし
て配置を変更したりできます。 
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フリーチャートモード 
 
マルチチャートモードに似ていますが、各チャートを好みに合わせて個別にサイズ変更することもできます。 

 
 

チャートの分離表示 
 
3 つのモードのいずれかで複数のチャートを開いている場合、それらを分離してツールバー付きの新しいウ
ィンドウで表示できます。チャートを分離するには、右上隅の「チャートを分離」ボタンをクリックします。 

 
チャートを再びプラットフォーム画面に戻すには、分離したウィンドウをチャート領域にドラッグ＆ドロップするだ
けです。  
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7.1. チャートの開き方 

アクティブシンボルパネルで銘柄を選択したら、チャートアイコン (  )をクリックして該当するチャートを

開くか、パネル内のシンボルを右クリックしてサブメニューから「新しいチャート」を選択します。  

 

 
あるいは、保有ポジションまたは指値・逆指値注文を右クリックし、「チャートを開く」を選択すると、新し
いチャートが追加されます。 

 

 
 
既存のチャートを閉じずに別のチャートに切り替えることもできます。現在開いているチャートの左上にあ
るシンボルをクリックし、ドロップダウンリストから希望するシンボルを選択します。 
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シングルチャートモードを使用している場合は、開いているチャートタブの横にある「+」アイコンをクリックして新
しいチャートを開くことができます。 
 (「+」)アイコンをクリックし、希望するシンボルを選択して新しいチャートを開きます。  

 

 
 
最後に、マルチチャートモードまたはフリーチャートモードを使用している場合は、ツールバーの「新しいチャ

ート」ボタンから直接新しいチャートを開くことができます。 
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7.2. マウスの使用（右クリック） 

アクティブなチャート上で右クリックすると、「チャートコンテキストメニュー」が開き、チャート上から直接
「新規注文の作成」、「価格アラートの設定」、「チャートの編集」、「オブジェクトの管理」など、多くの 
cTrader 機能や UI 要素に素早くアクセスできます。 

• 注文や価格アラートの作成に関する詳細は、本ガイドの「チャート取引」セクションをご参照ください。 

• 「チャートショット」や「カラーオプション」などの設定は、「インストゥルメントツールバー」から利用できます。 
 
• 「シンボル」オプションを使用して、アクティブなチャートのシンボルを選択します。 
 
• 「チャートを複製」オプションを使用すると、現在のチャートに配置されたすべてのオブジェクトとインジケータ
ーを含む新しいチャートウィンドウを開くことができます。 

• 「表示オプション」を使用して、ポジションや注文、グリッド、買値・売値ラインなど、必要なチャート要素の
表示・非表示を切り替えることができます。 
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7.3. 距離設定ボタン 

チャートの終端と「価格軸」との間隔を設定するためのコントロールです。距離設定ボタンを選択

してドラッグし、好みに合わせて間隔を調整できます。 
 

 
 
 
 
 

8. 注文タイプ 

Errante cTrader では、以下の注文タイプがサポートされています：「成行注文」、「指値注文」、「逆
指値注文」、「ストップリミット注文」、「ストップロス」、「テイクプロフィット」です。 

 
 

8.1. 注文の作成 

cTradeで注文を作成するには、いくつかの方法があります： 
 

• 画面上部の「クイックリンク」タブ、または「トレードウォッチ」パネル内の「新規注文」ボタン（新
規注文アイコン）をクリックします（「ポジション」または「注文」タブが選択されていることを確認
してください）。「新規注文」メニューが表示されます。 
 

• 左側のシンボルリスト内の該当シンボル、またはそのチャートを右クリックし、サブメニューから「新
しい注文を作成」を選択します。「新規注文」メニューが表示されます。
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8.2. 成行注文 

1. 「新規注文」メニューで取引するシンボルを選択します。 
2. 「売り」または「買い」ボタンをクリックして取引方向を選択します。 
3. ドロップダウン、トグル、または数値入力で取引ロット数（ボリューム）を指定します。 
4. 「マーケットレンジ」を変更して、注文が約定する価格範囲を広げたり狭めたりできます。 
5. 「ストップロス」および「テイクプロフィット」オプションを設定・調整する場合は、対応するチェックボッ
クスをオンにします（注文が約定すると、該当ポジションに適用されます）。 

6. 必要に応じて、「コメント」欄にメモを入力します。 
7. 「注文確定」ボタンをクリックして、成行注文を作成します。 
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8.3. 指値注文 

1. 取引するシンボルを選択します。 
2. 「売り指値」または「買い指値」ボタンをクリックして取引方向を選択します。 
3. ドロップダウン、トグル、または数値入力で取引ロット数（ボリューム）を指定します。 
4. 注文を約定させたい価格（エントリープライス）を設定します。買い（ロング）の場合、この
価格は現在の市場の売値（Ask）より高くすることはできず、売り（ショート）の場合は現在
の買値（Bid）より低くすることはできません。買い指値注文は、指値またはそれ以下の価格
でのみ約定します。売り指値注文は、指値またはそれ以上の価格で約定します。 

5. 「有効期限」ボックスにチェックを入れ、この注文が約定しなかった場合に自動的に失効する日

時を設定します。それ以外の場合、この注文は手動でキャンセルされるまで有効のままです。 
6. 「ストップロス」および「テイクプロフィット」オプションを設定・調整する場合は、対応するボックスにチェ
ックを入れます。 

7. 「注文確定」ボタンをクリックして、指値注文を作成します。 
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8.4. 逆指値注文 

1. 取引するシンボルを選択します。 
2. 「売りストップ」または「買いストップ」ボタンをクリックして取引方向を選択します。 
3. 注文を発動させるエントリープライスを設定します。買い（ロング）の場合、この価格は現在
の売値（Ask）より低くすることはできず、売り（ショート）の場合は現在の買値（Bid）よ
り高くすることはできません。 

4. ドロップダウン、トグル、または数値入力で取引ロット数（ボリューム）を指定します。 
5. 右矢印 (  )をクリックして、注文の発動方法を選択します。 
6. 「有効期限」ボックスにチェックを入れ、この注文が約定しなかった場合に自動的に失効する日
時を設定します。それ以外の場合、この注文は手動でキャンセルされるまで有効のままです。 

7. 「ストップロス」および「テイクプロフィット」オプションを設定・調整する場合は、対応するボックスにチェ
ックを入れます。 

8. 「注文確定」ボタンをクリックして、逆指値注文を作成します。 
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8.5. ストップリミット注文 

1. 取引するシンボルを選択します。 
2. 「売りストップ」または「買いストップ」ボタンをクリックして取引方向を選択します。 
3. ドロップダウン、トグル、または数値入力で取引ロット数（ボリューム）を指定します。 
4. 指値注文を発動させるエントリープライスを設定します。 
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8.6. スマートストップアウト 

「スマートストップアウト」は、証拠金がストップアウト水準を下回った場合に、口座を回復させる最善の
機会を提供します。最大の証拠金を必要とするポジションが部分的に決済され、ポジションおよびエント
リーポイントが維持されます。このアルゴリズムは、証拠金、ポジション、残高を保護します。 

 

8.7. 指値・逆指値注文 

すべての指値・逆指値注文は、「トレードウォッチ」パネル内の「注文」タブに一覧表示されます。ここでは、
指値・逆指値注文を管理、変更、またはキャンセルできます。 

 

 
注文を方向、タイプ、シンボル、または取引数量で絞り込むには、注文リスト上部の検索ボックスに値の一
部または全体を入力します。 

注文を方向（買い／売り）で絞り込むには、「方向」ドロップダウンをクリック
し、希望する方向を選択します。 

 
 
 

リスト内の注文を右クリックすると、追加の注文メニューが表示されます。ここ
では次の操作が可能です： 
「注文をキャンセル」– 注文を取り消します。 
「注文を変更」– 「注文の変更」メニューを開きます。 
「チャートを開く」– 現在の注文シンボルのチャートを開きます。 
「新しい注文を作成」– 新規注文作成メニューを開きます。 
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既存の指値・逆指値注文を変更するには、「トレードウォッチ」パネルの「注文」タブで該当する注文の横にあ
る「注文を変更」ボタン(  )をクリックします。 

 

 
「指値・逆指値注文の変更」メニューでは、次のオプションを利用できます。 

• エントリープライス – トグルを使用するか、数値を直接入力して、注文を約定させたい価格を変
更します。買い（ロング）の場合、この価格は現在の市場の売値（Ask）より高くすることは
できず、売り（ショート）の場合は現在の買値（Bid）より低くすることはできません。ドロップ
ダウン、トグル、または数値入力で取引ロット数（ボリューム）を指定します。 

 
• 有効期限 – 注文が自動的に失効する日時を設定または変更します。 

 
• ストップロス – ストップロス保護を設定または変更します。 

 
• テイクプロフィット– テイクプロフィット保護を設定または変更します。 

 
• トレーリングストップロス – チェックを入れると、トレーリングストップロスを有効にします。トレーリン
グストップは、価格が有利な方向に動くたびに自動で更新されるストップロスです。 
市場の動きを過小評価していた場合に便利なツールです。市場が不利な方向に動いた場合、
トレーリングストップロスは再調整されません。 

設定が完了したら、「保護を変更」ボタンをクリックして変更を保存します。 



 31 

8.8. 指値・逆指値注文の取り消し 

指値・逆指値注文を取り消すには、「トレードウォッチ」内の「注文」タブで該当する注文の横にある「注
文を取り消す」ボタン (  ) をクリックするか、注文を右クリックしてドロップダウンメニューから「注文を取
り消す」を選択します。 

あるいは、「指値・逆指値注文の変更」 メニュー内で「注文を取り消す」をクリックします。 

すべての指値・逆指値注文を一度に取り消すには、 
「トレードウォッチ」の「注文」タブ右上にある「すべて取り消す」をクリックします。 

 



 32 

9. ストップロスとテイクプロフィット 

ストップロスは、市場が不利な方向に動いた場合に、保有中のポジションの損失を自動的に制限する
オプションです。 

 
銘柄が指定した水準まで下落すると、ストップロス注文が発動し、損失でポジションが決済されます。テイク
プロフィットはストップロスと似たオプションですが、あらかじめ設定した利益水準に達するとポジションを決済
します。 

銘柄が設定した水準まで上昇すると、テイクプロフィットが発動し、利益でポジションが決済されます。ストッ
プロス（SL）とテイクプロフィット（TP）はしばしば併用され、基本的には同じ仕組みですが、注文または
ポジションの反対側で機能します。 

ストップロスやテイクプロフィットを利用する利点は、トレーダーが手動で取引を実行したり、判断に迷った
りする必要がなくなる点です。 

 
一方で、ストップロスおよびテイクプロフィット注文は、銘柄の値動きに関係なく、可能な限り最良の価格
で約定します。 

 

 

9.1. ストップロスとテイクプロフィットの設定 

既存のポジションまたは指値・逆指値注文について、前述の「注文の変更」または「ポジションの変更」
メニューでストップロス（SL）およびテイクプロフィット（TP）を設定・変更できます。または、「新規注
文作成」メニューで新しい注文を作成する際に設定することも可能です。SL および TP のボックスをチ
ェックして設定します。 
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トリガー値は、pips、シンボル価格、残高比率、利益額、または距離で設定できます。設定した値に基づ
き、すべての値が自動的に再計算されます。 
指値・逆指値注文やポジションについては、現在のシンボル価格からストップロスおよびテイクプロフィットまで
の距離を pips 単位で確認できます。 

また、ストップロスとテイクプロフィットは、開いているポジションのチャート上から直接設定することも可能で
す。 
チャート上の保有ポジションにカーソルを合わせ、SL (  ) または TP  
(  ) アイテムをドラッグ＆ドロップして、それぞれの値を設定します。 

スプレッド内でのストップロス設定はできません。詳細については「チャート取引」セクションを参照してくださ
い。 
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10. ポジションの変更 

現在のポジションを変更する際は、新しい「ストップロス」または「テイクプロフィット」のレベルを設定する
か、ポジション全体またはその一部を決済します。 

「ストップロス」または「テイクプロフィット」を入力または変更するには、該当するフィールドに新しい値を入
力します。「ストップロス」または「テイクプロフィット」のレベルが現在の価格に近すぎる場合、「変更」ボタ
ンはロックされます。「ストップロス」と「テイクプロフィット」を設定すると、「トレードウォッチ」ツールバーの対
応するフィールドに表示されます。 
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10.1. ポジションの変更 
• 「トレードウォッチ」で該当するポジションを右クリックします。 

• 「トレードウォッチ」で該当するポジションをダブルクリックします。 

• 「トレードウォッチ」で該当するポジションの横にあるアイコンをクリックします。 

 

 
10.2. ポジションの決済 

ポジションを手動で決済するには： 
• 「トレードウォッチ」内の該当ポジションの「決済」ボタンをクリックします。 

• 該当ポジションを右クリックし、メニューから「ポジションを決済」を選択します。 

• また、「変更」を使用して、ボリューム（IMG）を選択し、ボタンをクリックすることで、ポジション全

体または一部を決済することもできます。 
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11.  取引アカウントのメールアラート 

「設定」メニューの「メールアラート」をクリックすると、すべてのアカウント操作およびイベントに関する通知
を有効にできます。 

• 入金／出金 – すべてのアカウントの入金および出金に関する通知を有効にするにはチェックを入

れます。 

• カスタムマージンコール – 証拠金の閾値に達したときに通知を有効にするにはチェックを入れます。 

• 指値・逆指値注文が約定した際に通知を有効にするにはチェックを入れます。 

• 価格アラートの通知を有効にするにはチェックを入れます。 

• ストップロス注文が約定した際に通知を有効にするにはチェックを入れます。 

• スマートストップアウトレベルが発動した際に通知を有効にするにはチェックを入れます。 

• テイクプロフィット注文が約定した際に通知を有効にするにはチェックを入れます。 
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11.1. カスタムマージンコール 

手動で設定できるマージンコールトリガーは 3 種類あります。Errante cTrader では、マージンコール
の設定を希望する証拠金水準に調整できますが、デフォルトでは 150%、100%、および 80% に
設定されています。スマートストップアウトは、アカウントの有効証拠金がオープン取引に必要な証拠金
の 20% を下回った場合に発生します。 

 

12. まとめ 

平素より Errante をご愛顧いただき、誠にありがとうございます。 
数あるサービスの中から私たちをお選びいただき、心より感謝申し上げます。 
皆さまに信頼いただけるパートナーであり続けられるよう、これからもより良いサービス 
の提供と向上に努めてまいります。お客様のご満足とご成功が、私たちの何よりの喜びです。これからも皆
さまと共に歩んでいけることを楽しみにしております。 

 
今後とも Errante をどうぞよろしくお願いいたします 
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